２００９年度

北海道地域福祉学会研究大会・日韓地域福祉交流セミナー開催要綱
趣旨　

欧米を中心とするグローバリゼーションのなかで、とくに東アジア地域固有の文化・価値観に着目して、日中韓の各学会の協定による東アジア地域福祉研究の共同や交流が活発になっています。

とくに、韓国では2003年の社会福祉士制度、2008年の介護保険制度の創設など、近年、急速に施策を整備しており、その地域福祉の現状並びに地域福祉研究の動向と新しい課題について学び、併せて、この間の日韓地域福祉学術集会等の成果をふまえ、歴史的・文化的な関係が深い日韓両国の地域福祉推進に向けた連携の方策を考えます。合せて道内の地域福祉の実践的な研究成果について発表を行います。

主催　北海道地域福祉学会

後援　旭川大学、名寄市立大学、旭川市、旭川市社会福祉協議会、

北海道社会福祉協議会、福祉社会学会

期日　平成21年7月11日（土）10時30分から17時

場所　旭川大学　北辰会館　（旭川市永山3条23丁目1-9　電話0166-48-3121）

参加費　1,000円(ただし北海道地域福祉学会員は500円、学生は無料)

内容

1． 開会　10:30

2． 学会員研究発表10:30－12:00　［発表30分、3題予定］

１）　札幌市営住宅に居住する独居高齢者支援の課題　林　孝之

２）フィンランド自治体福祉の動向（仮）　　　　　横山純一

３）★　★
3． 基調講演　13:15-14:45　

「韓国地域福祉の動向―住民総合サービス改編と官民協力ネットワーク構築方策」

講師　宋　鄭府（ソン・ジョンブ）氏

（韓国・尚志社会福祉政策大学院院長・教授／江南道社会福祉協議会会長／前韓国地域社会福祉学会会長）
４．シンポジューム　15:00-17:00　

「あらたな地域福祉実践の展開に向かう日韓の連携について」

シンポジスト

1 地域福祉実践の日韓交流の連携へ＝実践研究の交流の意義

杉岡直人　（北星学園大学教授、北海道地域学会会長）

2 日韓大学交流への抱負（韓国水原市水原大学協定をふまえて）

山内亮史 （旭川大学学長）　

3 地域福祉実践の日韓連携の推進

宋　鄭府（ソン・ジョンブ）（韓国・尚志社会福祉政策大学院院長・教授
／江南道社会福祉協議会会長／前韓国地域社会福祉学会会長）
※報告：旭川市社会福祉協議会の実践（白戸　資料解説付きで）

コーディネータ

忍　　　博次（北海道社会福祉協議会副会長　名寄市立大学教授）

白戸　一秀（旭川大学保健福祉学部教授）

５.閉会　17:00

北海道地域福祉学会総会　17:00-17:30

交流会（会費5000円）　18:30-20:00　※旭川市内。大学バスにより移動します。
（参加及び研究発表、交流会申込先）　北海道社会福祉協議会地域福祉部（担当：土井一敏）

　　〒060-0002札幌市中央区北２条西７丁目かでる2.7　　電話011-241-3976FAX011-251-3971
（申込様式）　別紙

	【旭川大学交通案内】：宗谷本線旭川駅発15分。永山駅下車徒歩15分

道北バス丸井今井デパート前（67,70,71,667,669番）40分　大学前下車


